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「東日本大震災医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅠ」 発売中！！ 

「東日本大震災医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅡ」 発売中！！ 

「東日本大震災医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅢ」 発売中！！ 

 

詳細は“4．災害支援チームからのお知らせ”をご参照ください。 
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 1．バトン寄稿 － Ｐａｒｔ8                                

～～～ ～～～ ～～～  

当協会の東日本大震災での支援活動は、5 年目を迎えました。それぞれの時

期に当協会の会員であった方々が責任者や担当として、現地にて協力員と共に

支援のバトンを紡いでくれました。 

                          ～～～ ～～～ ～～～ 

今回は２０１３年度から継続して「引きこもりの子を持つ親の会」を指導・支援している西

田が報告してくれました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日本医療社会福祉協会 災害支援チーム   

サポートチームアドバイザー  

西田 知佳子   

   ～～～～ 

ググルルーーププワワーーククのの魅魅力力ににつついいてて  

～～～～ 

２０１３年 2 月、当時の現地責任者、久

保木さんからの依頼で引きこもりの子ども

を持つ家族のグループワーク（以下グループ

と記述）を４月から始めることにした。その

前年に私は病院を退職し時間があったこと、

いくつかのグループを１０数年行ってきた

ので、石巻で私ができることはグループを開

催し、続けることだと思った。私はグループ

が好きであり、多くのＳＷにグループの楽し

さを知ってほしいと思っていた。 

久保木さんとは１年、その翌年から大阪出

身の畑中さんと２年「引きこもりの家族と当

事者」のグループを月２回続けてきた。東京

とは違い車の運転ができないと市内の移動

が難しく、また多くの家族が働いており平日

の日中に親がグループに参加することは簡

単ではなかった。またお茶っこ的な会合は気

楽に参加できるが、保健センターで、第二・

第四水曜日午後１時から２時までという枠

組みは引きこもりの子どもを持つ親御さん

には敷居が高かったかもしれない。１年目は

何人か出入りがあったが、２年目から新しい

メンバーの参加はぐんと減り３年目には最

初から参加している一組の親子と、祖母と孫

というメンバーに固定された。最後の年にな

る予定だったので新しくメンバーをリクル

ートすることはせず、少しづつ動き出してい

る若者２人と彼らを見守る母と祖母を支え

ることに専念した。ところがあと２年協会と

しての活動が続くことになって、いまグルー

プをどうするか畑中さんや石巻で引きこも

り的な若者を支援している機関と相談して

いる最中である。 

 

この３年でグループがどういう効果を上

げたかと聞かれると、辛いところだが、引き
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こもりのグループを初めて間もなく、久保木

さんや石巻医療圏 健康・生活復興協議会の

方が相談して、アルコール依存症の治療を終

えて自宅に戻った独居の中年男性のグルー

プ「男のあそぼう会」を始めた。この会は作

業グループで巻きずしやお菓子を作ったり、

ハイキングや釣りに出かけるなど皆で楽し

むことを目的としている。始めて１年半後に

は一緒にやっていた石巻医療圏 健康・生活

復興協議会が石巻から撤退し、どうしても男

性の力が必要なそのグループに、大阪や仙台

から男性ＳＷが応援に来てくれた。今では石

巻の病院のＳＷも有休を使って参加してく

れている。私は残念ながら一度も「男のあそ

ぼう会」には参加したことがないのだが、引

きこもりのグループが基本にあって、この

「男のあそぼう会」があるという風に考えて

いる。当事者同士だけでは十分に発揮できな

い各自の持ち味が、ＳＷが上手に介入するこ

とで十二分にお互いを刺激し支えあう力に

なる。参加メンバーの方がみなさん、月一回

のこのグループを楽しみにしていられると

聞くと大変嬉しい。グループは始めたら終わ

りにできなくなる魔力を持っている。 

             

 

 

 

 

 ２．不登校問題についてのシンポジウムに参加して                        

∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 

石巻圏域における不登校問題の現状と課題 

         ～ 関係者の連携強化に向けて ～ 

2016/2/12 開催 

∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日本医療社会福祉協会 災害支援チーム 

石巻現地責任者 畑中 良子 

 

2 月 12 日（金）の午後、石巻専修大学に

て「石巻圏域における不登校問題の現状と課

題」と題したシンポジウムが開かれました。

これは石巻専修大学不登校問題検討会と当

協会も参加している石巻地域不登校・ひきこ

もり支援ネットワーク

が主催で開催したものです。 

震災後、多くの支援者が石巻市に入りまし

た。石巻地域不登校・ひきこもり支援ネット

ワークとは石巻地域で不登校やひきこもり
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問題に取り組んでいるＮＰＯ等の団体間連

携であり、現在のネットワークのメンバーは

石巻若者サポートステーション・石巻ＮＯＴ

Ｅ・フォルケ・ＴＥＤＩＣ・東部保健福祉事

務所・宮城県ひきこもり地域支援センターと

当協会です。当ネットワークでは 

 

①官民の枠を超えて顔の見える関係づくり 

②お互いの活動内容を知り、連携・ネットワ

ーク作り 

③支援者のスキルアップや課題の共有 

 

を目的に 2013 年から活動を継続していま

す。これまでの活動は石巻圏域の養護教諭の

先生方や小・中学校の生徒指導の先生方を対

象にひきこもりへの理解と支援について講

義をし、各団体の活動紹介を行い、行政の保

健師さんや児童相談所及び不登校問題の相

談窓口となっている方々と民間の団体の情

報交換会、不登校・ひきこもり支援機関の支 

援マップの作成などを行っていました。 

 これまで地道にネットワークづくりや活

動の紹介を行ってきた中で、石巻専修大学で

不登校問題に取り組んでおられる木村先生

と照井先生に出逢い、今回のシンポジウムの

開催に繋がりました。参加者については制限

を設けず、教育関係、行政、地域住民の方に

も呼びかけました。参加者は 70 名を超えま

した。 

 シンポジストは中学校教員、教育委員会、

ＮＰＯ団体、精神科医といろんな視点から不

登校問題について語られました。中学校の先

生からは現状と取り組み、教育委員会からは

不登校に関するデータや不登校問題につい

ての取り組みなどが報告されました。不登校

問題はチームで関わらないと解決が難しい

事、複数の機関が介入する場合にはコーディ

ネーター役が必要となる事、民間事業者は活

動内容についてのフィードバックを学校側

へ行い、情報を共有する事など、共通理解が

図れたのではないかと思います。 

教育分野と医療・福祉分野の交流はそれぞ

れの考え方や課題に対する取り組み方の違

いで容易なことではないかもしれません。し

かし、このような機会を持つ事でお互いの感

じている問題点を共有し、協働で取り組める

関係性を築けるきっかけにしていきたいと

思っています。

 

 

 3．活動報告                              

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療法人潁
え

原会
ばらかい

 東毛敬愛病院（群馬県） 

阪下 潤一 

2015/1/25～1/27 

 

今回、３度目の災害支援活動でしたが、道

路の整備が進み、復興住宅が建ち並び、復興

が進んでいる事を実感すると同時にどの様

な支援活動へ変化しているのか考えさせら
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れました。 

まず初日に現地事務所に伺い、オリエンテ

ーションの中で支援活動の大きな変化を感

じました。以前の支援活動に参加させて頂い

た時には、訪問による問題点の抽出、支援の

必要性の確認が中心でしたが、今回は石巻市

より自立生活支援事業の委託が中心になっ

ていました。時間経過の中では活動内容が進

んでいて当然だったのですが、一歩進んだ活

動内容になっていました。 

行政より信頼を得た委託事業であり、仮設

住宅入居者の今後の支援は困難を極めるケ

ースが多く、エリアミーティング・ケース会

議と日々忙しく時間経過をたどっていまし

た。 

初日の仮設住宅訪問では行政の支援に依

存している方への支援、2日目の復興支援住

宅訪問では、様々な書類手続きの支援、3日

目の仮設住宅訪問では子育て家庭での障が

い者就学についての支援と、支援活動の内容

もより複雑化していると感じました。 

日本医療社会福祉協会の 5 年間の実績が

認められた活動だと感じ、今後の支援活動継

続の必要性を再認識した 3日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 4．他団体紹介                             

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

みらいサポート石巻 

みらいサポート石巻は、2011年 3月 11

日の東日本大震災発生後に発足した

「NPO・NGO 連絡会」の事務局機能を担う

ことからスタートし、2011 年 5 月 13 日

石巻市より委託された自立生活支援事業には、協力員の支援

活動参加が不可欠です。 

現地支援活動員の方々のお力で、支援活動は明確化してい

て、協力員の活動参加がしやすい環境になっています。以前

に参加された方は、復興の進捗状況を感じる事ができます。

また、今まで支援活動に参加した事の無い方も、支援活動を

通じて復興へのエネルギーを感じる事が出来ますので、是非

とも一度石巻の地へ足を踏み入れてください。 
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に前身である「一般社団法人石巻災害復興支

援協議会」として設立されました。 

東日本大震災の被災者支援として、石巻へ支

援に駆けつけてくださった NPO・NGO や

特別なスキルを持ったボランティアが円滑

に活動を行うための調整やサポートを行っ

たほか、緊急対応期には避難所の衛生改善事

業や入浴支援事業等を実施しました。 

災害救援から復興支援への変化、更に、「支

援」という一方通行の言葉が石巻の状況に見

合わなくなる状況に対応し、2012 年 11

月に「みらいサポー ト石巻」に名称を改め、

石巻のより良い未来に向けた取り組みを行

う地域のリーダーや団体と共に石巻を支え

る活動に移行しました。 

平成 27 年 7 月 1 日に宮城県より公益認定

を得て、地域からより信頼される組織を目指

して、「公益社団法人みらいサポート石巻」

として活動を継続されています。 

震災の語り部や防災まちあるき、つなぐ館の

運営、震災津波伝承ＡＲ、空撮プロジェクト

等を行っています。 

 

関連ＵＲＬ 

http://ishinomaki-support.com/ 

 

 

 

 5．災害支援チームからのお知らせ                       

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【１．協力員募集】 

  現  地    

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆  引き続き以下の内容にて募集いたしますので、ご協力下さい。 ☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

現在、１日にあたり上限２から３名で募集しております。 

現地までの旅費・交通費は自己負担をお願い致します。 

  活動日程つきましては下記のようにお願い致します。 

期 間： 平日３日以上 、 

受入日： 期間を満たす曜日  (土、日、祝日は活動致しません。) 

  但し、上記以外であれば支援活動が可能な場合は現地担当までご相談ください。 

※ 出発２日前までには（到着時刻等を含めて）は必ず現地担当にご連絡ください。 

今後、活動に参加される方でその年度初回参加時には、簡単な資料を郵送致します。 

ホームページに活動カレンダーを掲載しておりますのでご覧下さい。 
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 事 務 所   

  引き続き募集しております。 

  平日のみの活動ですが１～２ヶ月に１回でも構いません。 

  ご協力お願い致します。 

 

 

【２．災害支援チーム会議開催のお知らせ】 

   次回会議日程 

 ５月１０日（火） 19：00～21：00  於協会会議室 

 

 

【３．書籍販売】 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅠ』、 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅡ』、 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅢ』の 

                              販売を行っています！ 

 

 発災から 2011年９月３０

日までの石巻・仙台・大槌町・

事務所・災害対策本部の活動の

記録を『バトンⅠ』に、2011

年 10 月から 2012 年１２月

までの災害対策本部、石巻市で

の仮設住宅支援・在宅被災世帯

支援・市民活動支援、現地 SW

との協働の記録を『バトンⅡ』に、 

2013 年 1 月から 2014 年 3 月までの災害支援チーム、石巻市での仮設住宅支援・在宅被

災世帯支援・市民活動支援、虐待防止センタ―での支援・石巻市社会福祉協議会での支援、

現地 SW との協働の記録を『バトンⅢ』にまとめました。 

  尚、売り上げの全額を皆様からの寄付として、本活動の資金にあてさせて頂きます。 

 

※ご注文は注文用紙で承ります。 

  （注文用紙はホームページからダウンロードできます） 

    バトンⅠ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=45 

http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=45
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バトンⅡ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=47 

バトンⅢ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=54 

 

 

【４. facebook】 

 

facebook でも情報をお伝え

しています。現地や災害対策

本部の日々の様子をお伝えし

ています。応援よろしくお願い

いたします。 

 

 

URL                

http://ja-jp.facebook.co

m/pages/公社日本医療社

会福祉協会-災害対策本部

/156327867812970  

 

 

【5.YouTube】 

現地での災害支援活動の

様子を前事務所担当の一

原さんが VTR にまとめて

下さいました。YouTubeに

アップしましたので、是非

ご覧ください。「医療ソーシ

ャルワーカー災害支援」で

検索すると見つかります。 

URL                                                 

http://www.youtube.com/watch?v=vn34I9h5rJ4&feature=youtu.be  

 

 

 6．災害支援ニュース発行のお知らせ                   

http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=47
file:///C:/災害対策本部/●ニュースレター/2014年度/２月発行/ニュース編集/編集/
http://ja-jp.facebook.com/pages/公社日本医療社会福祉協会-災害対策本部/156327867812970
http://ja-jp.facebook.com/pages/公社日本医療社会福祉協会-災害対策本部/156327867812970
http://ja-jp.facebook.com/pages/公社日本医療社会福祉協会-災害対策本部/156327867812970
http://ja-jp.facebook.com/pages/公社日本医療社会福祉協会-災害対策本部/156327867812970
http://www.youtube.com/watch?v=vn34I9h5rJ4&feature=youtu.be
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

次回発行予定 3 月下旬予定  

 

 

7．あとがき                              

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

災害支援チーム事務局から                      

                                     編集担当 冨永 

 

この災害支援ニュースが発行されるころには、東日本大震災から5年を迎えているのですね。

早いと思うのか、それともまだ 5 年なのかと色々と想いを馳せます。1 年ぶりの石巻、復興

公営住宅や高台移転など、新しい環境へ移られる方々もいらっしゃることがわかりました。

しかし、新しいまちでの自治を作り上げていくことは容易ではないと思います。当協会や行

政、社協のＣＳＣなどのサポートが、今までのかかわりにまして必要になってくるのだと思

います。地域福祉の視点を、改めて勉強しようと思った今日この頃です。 
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